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5月17日、全国一斉ウオークラ

リーが上田創造館一帯で行われま

した。この日は、家族連れなど32

チーム、 142人が参加。田園地帯の

中を参加者たちは、体と頭を使っ

て楽しんでいました。

さあ

ウオークラリ

今回も
力作ぞ、ろい

第36回上田市総合美術展が5月

21日から4日間、中央公民館で開催

されました。同展では、日本画、彫

刻、工芸、写真、生花など8部門、約

410点を展示。訪れた人たちは、身

近な人の作品とあって、 熱心に見

入っていました。

ふれあうl山大切に
県などの主催による 「福祉の心を

育てる県民集会」が、 5月21日、上田

市民会館で聞かれました。温かい心

が通い合 う福祉社会 を目指して、共

に子を取り 合うことを誓いました。

マ

匿

名

二
十
五
万
円

祉
基
金
の
積
立
金
に

マ
宮
原
大
輔
様
(
金
剛
寺
)

土
地

(
山
林
)
一
五
八
六
平
方
川

県
指
定

城
跡
史
跡
保
存
の
た
め

マ
上
回
友
の
会
、
山
崎
綿
庖
棟

木

綿

わ

た

社

会
福
祉
施
設
へ

マ
信
州
鋼
機
側
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十
万
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報

恩

寮
施
設
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備
費
に

マ
上
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用
金
庫
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交
通
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全
地

図
入
り
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チ

千
四
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五

枚

新

入

学
児
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へ

マ
上
回
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ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
大
会
用
優
勝
旗

一
旗

マ
行
田
芳
子
様
(
新
田
)
十
万
円

上
田
市
育
英
会
基
金
と
し
て

マ
清
水
国
太
郎
様
(
桜
台
)
本
七
冊

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

マ
神
津
恭
介
様
(
東
京
都
三
鷹
市)、

笠
原
正
己
様
(
中
常
国
)

洋
画

(八

十
号
)

一
点

上

田

創
造
館

へ
展
示

マ
日
本
禁
煙
友
愛
会
上
田
支
部
様

教
科
用
ノ

l
ト
千
八
百
冊

市
内
小

学
校
六
年
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な
ど
へ

マ
川
辺
町
自
治
会
様

三
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社
会
福
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設
整
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補
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し
て

マ
上
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却
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業
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様

十
万

円

秋

和

上
堀
線
開
通
記
念
バ

ザ
ー

収
益
金
と
し
て

社
会
福
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正
し
く
使
お
う
/

み
ん
な
の
電
波

現
在
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信

や
警
察
無
線
、
消
防
無
線
な
ど
の
大

切
な
無
線
通
信
に
さ
ま
ざ
ま
な
電
波

妨
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
多
く
は
、
不
法
電
波
に
よ
る
も
の

で
す
。
特
に
、
次
の
不
法
無
線
局
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線

マ
ハ
イ
パ
ワ

l
市
民
ラ
ジ
オ

マ
不
法
コ

l
ド
レ
ス
電
話
(
不
法
自

動
車
無
線
)

な
お
、
不
法
無
線
局
を
開
設
し
た

り
、
運
用
し
た
り
す
る
と
、
電
波
法

違
反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
無
線
機
は

必
ず
免
許
を
受
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
0

・
問
い
合
わ
せ
信
越
電
気
通
信
監

理
局
企

0
2
6
2
⑧
5
1
1
5

ψ

、立設
、戸内

中
電
料
理
教
室
を
聞
き
ま
す

マ
定
マ
会

各
コ

l
ス
二
十
四
名

一
回
四
百
円
程
度

員員

いいものを安く.ノ
恒例の資源活用広場。今年も 5月10日、市

役所駐車場で聞かれました。衣料品、日用品、

食料品などの販売コーナーや競り売りコーナ

ー(=写真)などが人気を呼びました。

マ
申
し
込
み
中
部
電
力
上
国
営
業

所
サ
ー
ビ
ス
課
宮
⑫

1
2
4
0

日程表

期間

7/1 -9/16 

7/2 -9/17 

料理教室

中部電力側上田営業所(婦人教室)

重重量
自転車は

駐輔、ノーンヘ

市政ガイド

、サンデーうえだ、

有線テレビで日曜日に

市政に関する情報を皆さんに

提供します。上田ケーブルビ

ジョン(1チャンネル)で日日程

日放映しています。

-場所

人
権
擁
護
委
員

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

六
月

一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

か
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
昭
和
二
十

四
年
六
月

一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人

に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員

制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
L

と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ

ん
と
と
も
に
い

っ
そ
う
の
人
権
思
想

の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

電
子
工
業

巡
回
試
験
パ
ス

の
ご
利
用
を

県
で
は
、
長
野
県
精
密
工
業
試
験

場
(
所
在
地
・
岡
谷
市
)
に
巡
回
試

験
パ
ス
を
配
置
し
て
、
遠
隔
地
の
企

業
へ
出
向
い
て
計
測
器
類
の
校
正
試

験
や
関
連
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
電
機
・
電
子
関
連
事

業
所
は
、
当
試
験
場
電
子
部

(
8
0

2
6
6
⑧
4
0
0
0
)
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集
…

管
理
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

一

有
線
②
0
7
4
1

市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
人
は
管
理
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

募
集
団
地
・
:
桜
台
・
梅
が
丘
・
塩
尻

(
以
上
一
種
住
宅
)
と
桜
台
・
梅

が
丘
・
内
堀
・
岡
(
以
上
二
種
住

宅
)

家
賃
・
:
千
円
か
ら
七
千
円
一

入
居
資
格
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
め
先
が
あ
る
人
で
、
次
の
条
件

を
全
て
満
た
し
て
い
る
人
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
(
婚
約
者
を
含

む
)
が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
単

身
入
居
に
-つ
い
て
は
六
十
歳
(
女

性
は
五
十
歳
)
以
上
な
ど
特
定
の

人。②
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
人
。

③
収
入
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
(
第

一
種
住
宅
は
十
六
万
二
千
円
以
下
、

第
二
種
住
宅
は
十
万
円
以
下
)
に

fごえー (11)-一昭和62年6月1日 広報う

該
当
す
る
人

④
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
、
三
部

屋
以
上
の
住
宅
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
:
・
六
月
十
日
附
か
ら
同
二

十
五
日
嗣

抽
選
日
・
場
所
:
・
七
月
十
六
日
同
・

午
前
十
時
、
市
役
所
本
庁
舎
六
階

大
会
議
室

・・訟
議
欝
欝
蹴
議
欝
蟻
藤
議
織
臨
時
制
時
総
縦
一
際
…
…
務
部

農
作
物
に
対
す
る

害
鳥
駆
除
にご
協
力
を
鰍

上
田
市
農
政
部

ω

上
田
市
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協
議
会
燃

告
⑫
4
1
0
0
内
線
3
2
3

今
年
度
も
農
作
物
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
銃
砲
に
よ
る
害
鳥
駆
除

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
つ
ど
有
線
放
送
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
特
に
レ

ー

ス
鳩
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

実
施
予
定
期
間
:
・
六
月
か
ら
十

一
月

ま
で
。
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の

時
間
(
お
お
む
ね
午
前
五
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で
)

対
象
作
物
:
・
稲
・
大
豆
・
果
樹
な
ど

実
施
予
定
地
域
・
・
・
上
田
市
全
域

市
営
プ
ー
ル
な
ど
の

監
視
員
募
集

体
育
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
5
7

市
で
は
、
市
営
プ
l
ル
と
自
然
運

動
公
園
プ

l
ル
の
監
視
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ

る
三
十
歳
ま
で
の
人

(性
別
は
聞
い

ま
せ
ん
が
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
)

マ
勤
務
時
間
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

マ

日

給

男

子

四

千

三
百
円
、
女

子
四
千
二
百
円

マ

人

員

若

干

名

マ
期
間
六
月
中
旬
か
ら
八
月
末

ま
で
マ
申
し
込
み
市
教
育
委
員
会
体
育

課
ヘ
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

弘
泌
総
議
制
税
制
緩
…
…
船
舶
総
抑
制
制
抑
制
緩
和
総
務
次
日
A
J

上
田
市
民
吹
奏
楽
固

定
期
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
鰍

労
青
少
年
ホ
ー
ム

宮
⑫
7
1
1
7

第
十
一
固
定
期
演
奏
会
を
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
六
月
十
四
日
倒
・
午
後
二

時
よ
り
開
演

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館

入
場
料
:
・
一
般
(
高
校
生
以
上
)
五

百
円
、
中
学
生
以
下
四
百
円

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

対
象
者
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
三
十
歳

未
満
の
皆
さ
ん
で
す
。
さ
あ
、
あ
な

た
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

カ。練
習
日
:
・
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
・

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
同
九
時

会
費
・
:
月
額
千
五
百
円

申
し
込
み
・
:
勤
労
青
少
年
ホ
i
ム

(
午
後
一
時
か
ら
同
九
時
ま
で
)

特
許
管
理
士
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

十
一
月
二
十
二
日
側
、
上
田
市
で

…
特
許
管
理
士
資
格
試
験
が
実
施
さ
れ

い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
予
備
講
座
が
開

…
催
さ
れ
ま
す
。

マ
と
き
六
月
か
ら
十
月
の
毎
月
第

一
二
土
曜
日
・
午
後
四
時
か
ら
五
時
三

…
十
分
ま
で
マ
と
こ
ろ
上
田
市
中

日
央
公
民
館
マ
そ
の
他
十
月
十
七

…
日

ω、
十
八
日
間
に
は
事
前
養
成
講

…
座
を
開
催
し
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ

…
長
野
県
発
明
研
究
会
本
部
宮
⑫
3
0

に
u
q
d豊

里
長
峰
団
地
の
募
集

マ
一募
集
期
間
六
月
五
日
働
か
ら

…
同
一十
六
日

ω
マ
募
集
区
画

三
十

一
四
区
画
マ
区
画
面
積

二
O
三
・

…
六
二
d
l
二
八
六
・
九
八
ぱ
マ
価

い
格
十
一
万
九
千
九
百
四
十
三
円

1

…
十
三
万
三
千
百
九
十
三
円
(
坪
当
た

…
り
)
マ
抽
選
会
七
月
七
日

ω・
午

一
後

一
時
・
上
田
市
農
村
環
境
改
善
セ

…
ン
タ
l

マ
問
い
合
わ
せ
長
野
県

…
住
宅
供
給
公
社
告
0
2
6
2
⑫
1
2
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6
月
は
犬
害
防
止
月
間

生
活
環
境
課

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
3
0
2

六
月
は
、

「犬
害
防
止
月
間
」
で
す
。

こ
の
月
間
は
、
犬
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
放
し
飼
い
の
禁
止
、
野

犬
化
の
防
止
な
ど
飼
い
犬
の
正
し
い

管
理
方
法
を
徹
底
し、

公
衆
衛
生
の

向
上
や
社
会
生
活
の
安
全
を
図
る
の

が
ね
ら
い
で
す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
月
間
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

え広報う

四
月
届
け
出
分

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

一ー第 984号

小
林
か
っ
さ
ん

佐
藤
と
め
さ
ん

斎
藤
艶
子
さ
ん

大
塚
勝
雄
さ
ん

野五下木
同

竹加木町

七五六八
二 七 三 二

う
。
こ
の
場
合
も
、
道
路
な
ど
に
飛

び
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

マ
外
に
連
れ
出
す
と
き
は
、
フ

ン
の

後
始
末
は
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

マ
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

犬
の
鳴
き
声
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
犬
を
捨
て
、
野
犬
を
増
や
す
こ
と

の
な
い
よ
う
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま

1
)

よ
、っ。

マ
犬
が
人
を
か
ん
だ
ら
、
飼
い
主
は

保
健
所
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

マ
飼
い
犬
が
死
ん
だ
り
、
人
に
譲
づ

た
と
き
は
、
市
役
所
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。

松

下

厚

さ

ん

岩

門

八

九

小
平
サ
メ

さ

ん

奈

良

尾

八

七

村
田
三
知
男
さ
ん
南
天
神
町
八
二

宮
原
け
さ
よ
さ
ん
丸
堀
町

六
五

中

村

寛

さ

ん

笹

井

七

一

曲

尾

智

明

さ

ん

手

塚

八

O

中
村
う
め
子
さ
ん
み
す
ず
台
南
七

一

土
屋
正

一
さ

ん

新

田

七

四

藤

井

よ

き

バ

さ

ん

神

畑

八

六

松

山

庄

治

さ

ん

上

室

賀

六

一

清

水

貞

さ

ん

倉

升

七

三

宮
川
タ

マ

ノ

さ

ん

院

内

九

二

林

み

よ

江

さ

ん

分

去

六

O

〈
問
い
合
わ
せ
〉

上
田
保
健
所
食
品
衛
生
課

(
包
⑫

1
2
6
0
内
線
2
4
0
)
か
市
生
活

環
境
課
へ

農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
5
7
1

任
期
満
了
に
伴
い
ま
す
上
田
市
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
次
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ

告

示

七

月
五
日
制

マ

投

票

七

月
十
二
日
制

手
塚
謙
介
さ
ん

末
広
町

宮

下

正

さ

ん

川

辺

町

成
津
た
ま
士
山
さ
ん
伊
勢
山

金

井

す

バ

さ

ん

大

久

保

佐

藤

健

六

さ

ん

横

町

金
津
袈
裟
四
三
さ
ん
材
木
町

北
津

晴

明

さ

ん

染

屋

塩
沢

享
さ

ん

上

室

賀

吉
津
三
郎

さ

ん

下

塩

尻

矢
島
と
志

え

さ

ん

大

屋

横

関

け

き

志

さ

ん

御

所

横

林

志

げ

よ

さ

ん

須

川

近
藤
信
重
さ

ん

中

村

ア
メ
リ
カ
青
年

受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

青
少
年
課

企
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

青
少
年
の
国
際
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
る
「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」

の
招
待
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ

の
青
年

十
六
名
が
上
田
市
を
訪
れ
ま
す
。
こ

の
ア
メ
リ
カ
青
年
の
民
泊
家
庭
を
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
世
帯
数
十
四
世
帯
(
先

着
順
に
締
め
切
り
ま
す
)
マ
訪
問
期

間

七

月
十
日
働
か
ら
同
十
三
日
側

ま
で
マ
申
し
込
み

青
少
年
課
へ

六七八五七九六五七八七六八
九 八八七 二二一 八 二 四八五八

長
崎
七
四
郎
さ
ん

西

津

健

さ

ん

小
山
己
代
治
さ
ん

吾
妻
達
夫
さ
ん

高
桑
か
は
る
さ
ん

土

屋

敏

さ

ん

小
方
シ
ゲ
ル
さ
ん

林

吉
次
郎
さ
ん

市
川
惹
雄
さ
ん

宮
崎
茂
子
さ
ん

宮
原
宮
次
郎
さ
ん

柳
津
静
子
さ
ん

小
山

律
さ
ん

中
常
国

じ
川

T
J

立
木

阿

下
之
郷

怯

気

丁

J

主
酌

r

田
刊

本

町

諏
訪
形

材
木
町

五

加

下
之
条

諏
訪
形

石

神

生

塚

林
木
町

四八八六八六八五八
七六四 三三 六六 ~O

六六八七
九 二 九 O

簡
保
・
年
金
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
口
凹
を
募
集

マ
テ
l
マ

簡

易
保
険

・
郵
便
年

金
資
金
で
作
ら
れ
た
施
設
な
ど
を
題

材
と
し
た
明
る
い
作
品
マ
部
門

①

一
般
の
部
②
小
学
生
・
中
学
生
の

部

マ

募

集

期

限

七

月
三
十

一
日

働

マ
応
募
先
お
近
く
の
郵
便
局

へ

マ
問
い
合
わ
せ

上
回
郵
便
局

企
⑫
0
0
7
7

中

沢

官

さ

ん

秋

和

坂
下
三
郎
さ
ん

倉

升

山
浦
己
完
子
さ
ん

木

町

南
保
泰
三
さ

ん

院

内

金
沢

Y
ん
さ
ん
上
紺
屋
町

深

草

か

つ

子

さ

ん

大

湯

上

野

盛

雄

さ

ん

緑

が

丘

松

津

し

も

さ

ん

大

屋

小
林
弥
輿
美
さ
ん

蛇

沢

近
藤

寛
さ
ん

、
上
室
賀

富
津
あ
い

子
さ

ん

西

前

山

山
辺

盈
さ
ん

踏

入

六八 九九七八 五九七六八八
九 三 O~O 二 八 三 九八 O 二
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水
生
生
物
で

環境保護月間特集(3)一広報う えだ

パ川
の
観
察
を

弘
山
特
日
ulw

少
し
よ
ご
れ
た
水

水生生物による水質調査法の指標生物

1 "，;.--一一一丸 : 、ー ， Y ."./.'!' 

，l:;;' 

フ1<1 '¥  

ヒラタド口ムシトビケラ実買
ヒラタカゲロウ類

アシマダラフユ
サワガ二

大
変
き
た
な
い
水

き
た
な
い
水

イトミミス要買

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
の
、
河
川
の
状

態
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
な

川
も
、
目
に
は
は
っ
き
り
と
見
え
な

く
て
も
、
汚
れ
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
水
の
汚
れ
を
調
べ
る

に
は
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
あ
り
ま

す
が
、
や
さ
し
い
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
水
生
生
物
(
水
の
中
に
住
む
生

物
)
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

水
質
を
知
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

セスジユスリカ

指
標
生
物
で

水
の
汚
れ
が
わ
か
る

サカマキガイ

川
に
住
む
生
物
に
は
、
き
れ
い
な

水
に
し
か
住
め
な
い
も
の
や
、
汚
れ

た
水
を
好
む
も
の
な
ど
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
生
一
物
の
う
ち
代
表
的
な
も

の
(
こ
れ
ら
を
「
指
標
生
物
」
と
い

い
ま
す
)
を
、
水
の
汚
れ
に
よ
っ
て

分
類
す
る
と
、
上
図
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
川
の
生
物
を
調
べ
て
、
こ
の

分
類
と
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川

の
汚
れ
が
わ
か
り
ま
す
。
休
日
な
ど

を
利
用
し
、
家
族
そ
ろ
っ
て
川
の
観

察
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

各
家
庭
か
ら
出
る
雑
排
水
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
に
よ
っ
て
、
川
は
汚

れ
て
い
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
川

を
大
切
に
す
る
心
を
も
ち
、
よ
り
よ

い
生
活
環
境
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し

よいフ。

ミズムシシマイシビル

みんなの協力で

勺若の景観。を美しく

快
適
な
生
活
環
境
を
整
え
よ
う
と

す
る
中
で
、
街
の
景
観
の
重
要
性
が

ク
ロ
ー
ズ

・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
景
観
と
一
口
に
言
い
ま
す
が
、

こ
の
景
観
は
、
山
や
川
な
ど
の
「
自

然
」
と
建
物
や
道
路
な
ど
の
「
人
工

物
」
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
景
観
を
壊
す
要
因
と

し
て
、
周
辺
の
環
境
と
調
和
し
な
い

建
築
物
、
林
立
す
る
電
柱
類
や
奇
抜

な
広
告
物
な
ど
の
工
作
物
、
悪
臭
が

漂
う
ど
ぷ
川
や
空
地
の
雑
草
、
投
げ

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

日
に
つ
き
ま
す
散
乱
空
き
缶

散
乱
空
き
缶
は
、
全
体
的
に
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
散

乱
し
て
い
る
空
き
缶
が
目
に
つ
き
ま

す
。
拾
っ
て
も
、
ま
た
捨
て
る
と
い

う
「
い
た
ち
ご
っ
こ
」
が
続
い
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
間
題
の
解
決

に
は
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
向
上

が
不
可
欠
で
す
。

空
き
缶
の
投
げ
捨
て
を
す
る
人
も
、

自
分
の
家
に
は
投
げ
捨
て
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
道
路

も
自
分
の
も
の
の
一
部
と
い
う
考
え

方
に
た
っ
て
、
空
き
缶
g

のJ
投
げ
捨
て

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

迷
惑
で
す空
き
地
の
雑
草

空
き
地
は
、
市
内
各
地
に
点
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
空
き
地
を
適
切
に
管
理

し
な
い
と
、
雑
草
が
繁
茂
し
、
ネ
ズ

ミ
・
ヘ
ピ
な
ど
の
巣
と
な
っ
た
り
、

蚊
や
ハ
エ
の
発
生
源
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
所

は
、
不
法
投
棄
を
誘
発
す
る
要
因
に

な
り
や
す
く
、
景
観
上
も
問
題
で
す
。

空
き
地
の
所
有
者
(
管
理
者
)
は
、

定
期
的
に
雑
草
を
刈
り
取
る
な
ど
の

整
備
を
し
て
、
周
囲
の
人
家
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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